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Electric Glass Kettle 

ビタンにオガラスケトル/ビタンにオガラスケトルピンク 

VEK-600/VEK-600-P 

ご使用前に必ずお読みください。 

このたびはビタントニオガラスケトルをお買い上げ 
いただを、まことにありがとラございました。正し 
くご使用していただくために、ご使巧前に必ずこの 
取扱説明書をよくお読みください。 

なお、この取扱説明書には保罰書が付いていまず。 
お読みになった後ち大切に保管してください。 
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まを上のご注意 I [ぶ、ずお守りください。 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく 
ことを、次のよラに説明しています。 

•表示内容を無視して誤った使い方をしたとさ生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明しています。 


A 巧たと t このま示 
/!\言1=1内容です 


この表示の榻は、巧 E 亡または重傷などを負う可能性が巧定をれる J 


A 注意 


この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能 I 性または物的損害のみび巧をずる 
可能性び想定される J 内容でず。 


参お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


® ® ® 0 

_分巧禁止浦れ禁止_めれ手禁止_接独禁止_禁止_ 

运〇 

ブラグを巧く 


この給表示は、してはいけない r 禁止 J 内容でず。 


この給表示は、化ず実行していただく r 強制 J 
内容でず。 


※お読みにな5れた後は、お使いにな5れるちがいつち見5れる所に必ず保管してくださし、。 



A 

啓化 
言 口 

® 

■絶対に分解-修理*改造は 
行わない。 

発义や、異常動作によるけがの原因にな0ます。 
•修巧はお買い上げの販売店、または 
当社までご相談ください。 

(§) 

■ケトル本体（底部）やスタンド 
を水に 濡 百した巧題で使用しない。 
S は、水に這けない。 

故障.ショート-感電の恐れがあります。 


■めれた手で、電源プラグの 
巧き童しはしない。 

感電の原因になります。 


■ MAX の目盛日な上の水を 
入れない。 

湯があふれ出し、やけど•けがの 
原因になります。 


■ふたを閲けたまま、湯を巧か 
さない。 

湯があふれ出し、やけど•けがの 
原因になります。 

0 

■本巧を巧闽させない。周囲 
30 cm な巧に物を置かない。 

やけど-けがの原因になります。 

■水なかのをのを巧かさない。 

牛幸 L やお茶、ミ酉、ティーバッグ、インス 
タント食品などを入れて使うと、吹きこ 
ぼれややけど、焦げ付きや腐食、故障の 
原因になります。 


■ケトル本体を直义、電巧調理 
お、電気ヒーター菁にのせて 
ほわない。 

乂が-故障の原因になりまず。 
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まを上のごを意 



A 

壁化 
冒口 


■巧用中または直後はケトル本な; 
に手や顔を近ヴけない。 
取っ手なかは軸 6 ない。 

やけどの原因になります。 


■をぎ□をふまん善でふさびない。 

やけど-けがの原因になります。 


■化やを水を入れて巧ち用に 
ほ用しない。 

本体の表面に結露が生じ、感電-故障の 
原因になります。 

0 

■ケトル本体とスタンド接続部 
にピンや針をなどのを属 
{異物）を入れない。 

故障•ショート-感電の恐れびあります。 

■子供など取日巧いに不慣れな 
方だけでほわせた日、乳な巧 
の手の届 < 巧で巧わない。 

やけど-感電*けがの原因になります。 


■な流 

火災-感電の原因になります。 


■電源コード-電源プラグを®損 
するよラなことはしない。 

傷付けたり、加工したり、 
熱器具に近づけたり、無理に 
曲げたり、ねじったり、引っ 
張ったり、重い物を載せたり、 
束ねたりしない。 

傷んだまま使うと、感電-ショート- 
火災の原因になります。 

•修理はお買い上げの販売店、または 
当社までご相談ください。 


■ち格 1 5 A な上のコンセントを 
単独で巧用ずる 

他の機器と併用で使用すると発熱による 
発义-义災の原因になります。 

〇 

■電源プラグのほこ日などは 
を巧的に取る。 

プラグにほこりなどがたまると、湿気 
などで絶縁不良となり、义災の原因に 
なります。 

参フラグを抜さ、乾いた巧でふいて 
<ださい。 


■電源プラグは巧元まで巧実に 
差し込む。 

差し込みが不完全な場合、感電-発熱 
による义災の原因になります。 

♦傷んだプラグ-緩んだコンセントは 
使わない。 
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まを上のごを意 



A 注意 

〇 

■電源プラグを巧<とまはコードを 
持たずに、化ず巧端の電源プラグ 
を持って引き巧く。 

感電やショートして発火することが 
あります。 

■お手入れは本体が十分にをえて 
か百巧 5。 

やけどの恐れがあります。 


■巧ったお湯を控てる場合は、 

まぎ□か 6 括てる。 

本体内部などが濡れて、故障の 
原因になりまず。 

m 

■使用時なかは電源プラグを 
コンセントか 6 巧いておく。 

けが-やけど、絶縁劣化による 
感電-漏電火巧の原因となりまず。 

■お手入れするとをはプラグを 
コンセントか 6 巧く。 

感電、けびをする恐れがあります。 


■お湯を巧かずなかの用をでは 
巧用しない。 

他の用途で使用すると故障の原因に 
なります。 

0 

■不ま定な巧の上では巧用しない。 

けが-やけど-感電-火災の 
原因になります。 

■ お湯を巧かしなが 6 巧動はしない。 

やけど•感電•けがの原因になります。 


■電源スイッチをおや巧などで 
巧さえ続けた日動をを巧げた日 
しない。 

故障や誤作動の原因になります。 
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まを上のごを意 


A ミち意 


■ケトル本巧に水び入っていない 
時に電源を ON にしない。 

故障の原因になります。 


■ MIN の位置よりかない水の量では 
ほ用しない。 

故障の原因になります。 


■湯を巧かしなび6、ふたを開け 
ない。また、水をつま’足さない。 

蒸気や熱湯でやけどの恐れが 
あ0ます。 

0 

■専用のスタンドなかは巧用しない。 
また、専用スタンドを他聲品に 
面用しない。 

発乂や故障の原因になります。 


■ガラスに傷やひび、巧けびおる 
場合は巧用しない。 

けがをする恐れがあります。 


■壁や家具などの巧<では 
巧用しない。 

蒸気で壁や家具が変色、変形を 
おこす場合びあります。 


■ほ用中には力ーテンや可燃物を 
近ヴけない。 

火災の原因になります。 
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A •ケトル本巧とスタンド接続部にピンや 
がをなどのを属（房の）を入れない。 
♦化巧篇で謡5さない。 

故障•ショート • 感電の恐れびあ0ます 。 j 


スタンド 



電源コ—ド 


電源プラグ 


スタンド接続部 


本体接続部 


通電ランプ 


電源スイツチ 


目盛り 


スチーム パイプ 


フイルタ_ 


まざ □ 


取::)手 


ふたレバー 


ふた 


各部のなまえ 


各部のなまえ 
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お使いになる前に 


本製品をはじめておほいになる場合はな下の内容をご確認の上、 
お使い下さい。 


♦巧めてお巧いになる場合は、 7 ぺージのほい方に従って巧臆及び 
すすぎを 2~3 回繰日あしてか呂おほい下さい。また、ほいはじめ 
には臭いびする場合があ日まずび、臭いび気にな5な<なるまで、 
同様に繰り返してか S お巧い下さい。 

•ケトル本な:に化び入っていないか、 MIN な下のか量の化しかない 
巧憩で動作させた場合は空巧を防止機植び作動して、自動的に電源 
が切れまず。その場合は、本巧び巧分にをえるのを待って、正しい 
水量でごほ用下さい。 

参本体を涅としてしまった場合は、内部の部品び破損している可能性び 
お日ますのでごほ用を控えて、修理ご相談窓□までお巧い合わせ 
下さい。 


乳細ちのいるご家庭でごほ用になる場合は、な下の内容を 
特にごま意下さい。 


A 警告 

0 

■本巧巧びスタンドの接続部 
分をなめさせない。 

感電-けがの原因になります。 

■乳巧巧の手の届く所で巧わ 
ない。及び保管しない。 

感電-やけど-けがの原因になります。 


■湯沸かし中の蒸気に视れさ 
せない。 

やけど-けがの原因になりまず。 


A 注意 

0 

■不安定な巧の上では 
巧用しない。 

転倒しお湯でやけどの恐れがありまず。 
また、火災や家具や敷物等の変色や変形 
の原因になりまず。 
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ほい方 


■甚本手順 _^ 

D ふたレバーを上に引を上げて、ふたちおける。 



百ケトル本な:に水を入れる。 

、/ K ♦初めてお使いになる場合は、2〜3回沸騰させて 
すすぎを行ってか5お使いくださし、。 

•ミネラルウオーターやアルカリイオン水を沸かした 
後は水に含まれるミネラル成分等が、ケトル本体の 
内側に付着しやすくなります。 

•目盛りの MAX と MIN の間の水の量でご使用ください。 
※スタンドにのせたまま、水を入れないで下さい。 
※水道の蛇□からの給水はケトル本体が属れる 
, おそれがあるのでさけて<ださい。 


@ふたを閉めてスタンドにケトル本体をセツトする。 

•ふたがきちんと閉まっていることを確認して下さい。 
♦ケトル本体とスタンドが濡れていないことを確認して 
、 か5セットしてください。 


□ 電源プラグをコンセントに是し込む。 

♦定格1己 A • 交流] 00 V のコンセントを単独で使巧 
して下さい。他の機器と併用してお使いになると発熱 
, による発火や火事の原因となります。 

回電源スイッチを巧して電源を入れる。 

♦通電ランプが点口した事を確認してください。 
•お湯が沸く時間はか量や季節、室温によって異なります。 
•お湯が沸く前に電源を切る場合は、電源スイッチを 
日 FF の位置に戻してください。 

•沸騰が終わると自動のに電源が切れます。 

•使用中に本体をスタンドか5持ち上げると電源が 
, 切れます。 


因巧臆が態がおをまった6お湯をミ主ぐ。 

| A ♦お焉が沸騰 中 もしくは湯沸かし直後には、ふたや取っ手が 
熱くなっている場合があ0ますので、やけどにごま意下さい。 

♦ふたとガラス容器のすき間か日蒸気がちれる場含があります 
のでやけどにごま意ください。 

♦使用後に本体か5、カチッといラ音がする事がありますが、 
プラスチックや金属部が冷める時に発をする音で製品の問題 
ではありません。 

♦本製品は蒸気を感知してスイッチが切れる仕組みとなって 
います。その際の蒸気が本体底部か5水となって排出される 
場合がありますが、故障ではありません。 

心 
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お手入れのしかた 


■基本手順 

■ケトル本巧か側のお手入れ 

かた<絞ったやわ百かい巧で巧れをふを取って<ださい。 


fA ♦使用直後は熱くなっていますので、十分に冷めた事を確認してか日巧って下さい。 I 

•電源プラグをコンセントか日抜き、お手入れを行ってください。 

♦本体、及びスタンドに直接水をかけてのお手入れは絶対にしないでください。 

內郎や接続部に水が入り故障や感電の原因になります。 

♦磨さ粉や金属たわし、漂白剤をお使いになられると傷や変色の原因になりまずので、 

ご使用はおやめください。 

^ ♦ふたやフィルターは取りがしでさません。また、デリケートですので取扱いにごミち意ください。 I 


■ケトル本な内側のお手入れ 

水の中に含まれる云ネラル成分などがケトル内側に付着した場合は、 

な下の手順でお手乂してくだをい。 

(ケトル本体の直面の巧点げのしみや白い付着物、浮遊物など） 

•通常のお手入れ： 

水でよくずずぎ、その後乾いた柔6かい巧巾などでおき取ってください。 

スチームパイプなど內部部品はデリケートでずので取扱に注意してください。 

•巧れが落ちに<い場さ： 

な下の手順に従ってお手入れしてください。 

田約呂 00 ml の水に約1 00 ml のがを加えてかき混ぜてください。 

百ほ常と同様に湯を满かして满臆させて<ださい。そのままの巧態で湯を冷ましてください。 

※湯を冷ます際には、水をつざ足さないでください。 

因湯びをめた百再度、巧騰させてか6湯びをめるまで巧置しまず。これを3回操日担してください。 
03回行ったを、一巧巧置してしてか百、水でずすいで下さい。 

回1〜4の手順でお手入れをしてち5ネラルぶ分が落ちない場合は、再度同様の手順を繰日返して 
お手入れして < ださい。 


fA •ケトル本体の中を、磨さおや金属タワシ、漂白剤をお使いにな日れると傷や変色、故障の 
原因になりますのでおやめください。 

♦ケトル本体の中に手やスポンジ等を入れて巧わないでください。傷がついたりスチーム 
パイフ部等の破損の原因になります。 

♦保管の際にはケトルに水び残っていないようにしてください。本体及びスタンドの水気は 
しっかりと乾かして保管してください。 


























































































修理•お取り巧い • お手入れなどのご相談はまず、 
お買い上げの販売店へお申し巧け<ださい。 


修理を依巧されるとを 


居居や贈答品などでお困りの場さは… J 

♦修理は、「修理ご相談窓□」へ 
•使いかた-部品-保証などのお問い合わせは、 
「お客様ヴービス係」へ 

巧証書 （ 裏表級をご覽< ださい ) _ J 

お買い上げ曰*販売店名などの記入を必ず確か 
め、お買い上げの販売店か5お受取りください。 
よくお読みのあと保存してください。 


補修用性能部品の保有期間 


♦保証期間中は 

お買いホめになってから1年間は保罰書記載の 
内容に基づさ無料修理いたします。お買上げの 
販売店、または当社へ保証書をご提示のラえ、 
ご依頼ください。 

•ほ証巧巧を週ぎているとまは 

修理すれば使用でをる製品については、ご要望 
により修理させていたださまず。下記修理料金 
の仕組みをご参照のうえ、ご相談ください。 


基本料金 


商品げ金 


診断-故障個所の修理および部品交 
換•調整-修理完了時の点検などの 
作業にかかる費用です。 

修理に使用した部品および補助材料 
代です。 


このビタントニオガラスケトルの補修用性能 
部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後己年で 
す。補修用性能部品とは、その製品の機能を維 
持するために必要な部品です。 


お客な相談巧口のごま内 


お巧 • お取り巧い-お手入れなどのご相談は、まずお買い巧めの販売店へお申し付けくだをい。 
拓居や贈答品などでお困りの場合は、製品を-品巧をご確認の5え下記窓□へ 


使いかた-部品-保証などのご相談窓 □ 


修理ご相談窓 □ 

株式を社=巧コーポレーシヨン 家電 事業部 


巧ぶを社エス•シー•テクノ 

おさなサービス 係 


修賊付孫 

おがし 画0120 -950-031 


姑; ル 函0120 -950-031 

受付時間： 9 : 30〜12 :日013: 00〜16: 30 


受付時間： 9 : 00〜12 : 0013: 00〜16: 00 

(±曰•祝日除く） 


(±0 ■祝日除く） 

ただし.携帯電話， PHS などは下記の電括におかけくださし、。 


ただし、携帯電話、 PHS などは下記の電話におかけくださし、。 

電話 (052) 735-8964 FAX (052) 735-8970 


電話 (052) 935-8901 FAX (052) 935-8795 

干4目4-日8巳8 


〒4日！-□日0斗 

お古屋巿千種区千種 1-15-1 ル S ナスセンタービル 2F 


名!ち屋市東区莫 3-23-1 ル S ナス千種 2F 


ご連絡いたださたい巧容 

製品名 

ビタントニオガラスケトル 
ビタントニオガラスケトルピンク 

品番 

VEK-600/VEK-600-P 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


な証期間：お買い上げ曰か5本体 I 年 P 马 
(付属品除く） 
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保証とアフターヴービス 


な式会社エス-シ ー• テクノは、株式会社兰栄コーポレーシヨ 
ンのグルーフ会社であり、巧式会社兰栄コーポレーション名で 
販売する家電製品の修理業務を行っております。 


ご相談な口におけるおさ樣の旧人 情 巧のお巧り巧い 

株式会社兰栄コーポレーションおよび株式会社エス-シー-テクノは、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談へ 
の対応や修理、その確認などのために利巧し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、修 
理業務などを委 i モする場合や正当な理由がある場合を除を、第云者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された 
窓□にご連絡ください。 


/__ J 


C 


保証とアフタ I ヴ I ビス 
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1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等のま意書さに従っ 
た正常な使巧状態で故障した場合には、当社が無 
料1眞巧させていただをまず。 

2. 無料修理をご巧頼になる場合には、商品と本書を 
ご J 寺参ご提示のラえ、お買上げの販売店にご依頼 
ください。当社に無料修理を依頼される場合、商 
品と本書を当社お客様サービス係までお送りくだ 
さい。送料は当社が負担致します。 

3. ご乾居の場合には事前にお買上げの販売店、又は 
当社お客様サービス係へご相談ください。 

4. ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買上げ販 
売店に修理がご依頼でをない場合には、当社お客 
様サービス係へご相談ください。 

日.保罰期間内でち次の場合には有料 f 實理になります。 
(イ）使巧上の誤り及び不当な修理や分解-改造等 
による故障巧び損傷。 

(□) お買上げ後の落下等による故障及び損傷。 
(A) 乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障巧び損傷。 

(二）一般家庭巧扮が （ 例えば、業務用-店舗等で 
の使巧、事務所-研究室等での使巧、車両、 
船舶への搭載）に使用された場合の故障及び損 
傷。 

(ホ）本書の提示がない場合。 

(へ） 本書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店印 
の記入のない場合、或いは字巧を書き替え5 
れた場合。 

( 卜）取扱説明書に記載されていない方法で使用し 
た場合の故障及び損傷。 

(チ）ご使用後のお手入れを怠ったことによる故障 
及び損傷。 

(リ）消耗部品は無料修理の適用除列となります。 


日.本書は日本国内においてのみち効でず。 

1 . 本書は再発行致しませんので大切に保管してくだ 
さい。 



※お客様にご記入いただきました保罰書記載の個人 
情報 （ お名前、ご住所、電話番号）は保証期間巧の 
サービス活動、及びその後の巧を点検活動のため 
に利用させていただく場合がございますので、ご 
了承ください。 

※この保証書は、本書に明示した期間、及び条件に 
より無料修理をお約束するものでず。保証期間経 
過後の修理等についてご不明の場合は、お買上げ 
の販売店スは当社お客様サービス係にお問い合わ 
せください。なお、この保証書によって、保証書 
を発行しているち、及びそれ扮外の事業ちに巧ず 
るお客様の法律上の権利を制限ずるちのではあり 
ません。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期 
間について、詳しくは取扱説明書をご覧<ださい。 

《 This warranty is valid only in Japan. 


仕様 

お名 VEK-600/VEK-600-P 

品名ビタントニオガラスケトル/ガラスケトルピンク 


電源 

AC100V 已 OHz/ 日 OHz 

消費電力 

1250 W 

重量 

約8日0旨（全体） 

最大容量 

1 L 

外形寸法 

約1日0 ( 幅）X140 (奧行き）X 20已（高さ） mm (最大寸法） 

コードの長さ 

約1 .3 m (有効長） 

原産国 

中国 


お料修巧規定/仕様 
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無料修理規定/仕様 

〇 


Vitantonio. 


























































愛情点検 


長年ご使用のビタントニオガラスケトルの点検を！ 


巧 


こんな症げはありませんか 

•電源プラグを入れてを動かない。 

♦コードを巧り巧げると通電したり、しなかったりする。 
•その他の異常がある。 



電源フラグを抜さ、故 
障や事故防止のため、 
販売店、または当社ま 
で点検 ■ 修理をご相談 
<ださい。 


BA - VEK 600-02-1012 












